
市立総合病院・市立扇田病院市立総合病院・市立扇田病院

発行者：大館市病院事業管理者　佐々木睦男
編　集：大館市立総合病院　広報委員会
住　所：大館市豊町３－１（総合）
　　　　大館市比内町扇田字本道端７－１（扇田）
電　話：0186－42－5370（総合）  0186－55－1255（扇田）
ＵＲＬ：http://www.odate-hp.odate.akita.jp（総合）
　　　　http://www.oogita-hp.jp（扇田）



　

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
４
月

か
ら
当
院
は
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
準
備
病
院
」
を
卒
業
し
、

い
よ
い
よ
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
」
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
い
ま
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ

病
院
の
〝
あ
る
べ
き
姿
〞
を
思
い
起
こ
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、
①
急
性
期
医
療
を
担
う
、

②
医
療
の
透
明
化
・
効
率
化
・
質
の
向
上
を
図
る
、

③
社
会
的
機
能
／
役
割
・
地
域
医
療
へ
の
貢
献
、

と
い
う
３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
①
の
急
性
期
医

療
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
行
っ
て
き
た
こ
と

で
す
が
、
②
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院

に
な
っ
た
お
か
げ
で
い
よ
い
よ
具
体
的
な
ツ
ー
ル

（
手
法
）が
与
え
ら
れ
、
更
に
今
秋
の
病
院
機
能
評

価
受
審
の
た
め
の
準
備
作
業
と
〝
表
裏
一
体
〞
と

な
っ
て
、
拍
車
が
か
か
っ
た
よ
う
に
整
備
が
進
行

中
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
完
了
し
て
終
わ
り

と
い
う
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
継
続
的
に
病
院

が
努
力
し
て
い
く
べ
き
本
質
的
な
目
標
で
も
あ
り

ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
域
の
関
係
医
療

機
関
と
よ
り
い
っ
そ
う
の
連
携
を
強
化
す
べ
く
、

院
長
ら
が
協
議
会
等
を
通
じ
て
働
き
か
け
を
強
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
う
お
分
か
り
の
よ
う
に
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は
単
に
「
診
療
報
酬
の
計
算
の
仕
方
が

変
わ
る
」
こ
と
で
は
な
く
、
実
は
病
院
の
前
向
き

な
運
営
に
役
立
つ
総
合
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
後
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
に
な
っ
て
、
一
番
の
目
標
は
や
は

り
診
療
で
す
。
治
癒
率
や
５
年
生
存
率
、
再
発
率
、

合
併
症
の
割
合
な
ど
の
臨
床
指
標
が
直
接
他
院
と

比
較
で
き
ま
す
。
同
じ
成
績
の
臨
床
指
標
な
ら
ば
、

ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
で
そ
れ
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て

い
る
か（
治
療
効
率
）と
い
う
こ
と
ま
で
分
か
る
の

で
医
師
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
い
っ
て
、

治
療
の
進
め
方
の
類
型
を
あ
ら
か
じ
め
疾
病
ご
と

に
決
め
て
お
く
と
い
う
手
法
。
こ
れ
は
、
何
よ
り

治
療
の
標
準
化
・
効
率
化
に
つ
な
が
り
、
医
療
安

全
に
す
ら
寄
与
し
ま
す
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
の
相
性
が
抜

群
で
、
目
に
見
え
て
改
善
効
果
が
現
れ
る
は
ず
で

す
。
こ
こ
数
年
、
当
院
で
も
盛
ん
に
策
定
中
で
す
。

次
に
、
医
療
資
源
の
節
約
の
問
題
。
一
番
は
何
と

言
っ
て
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
換
え

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
効
果
が
同
等

で
値
段
が
安
い
医
薬
品（
開
発
費
が
抑
え
ら
れ
る

の
で
）な
の
で
す
が
、
医
療
側
に
も
患
者
さ
ん
側

に
も
普
及
は
い
ま
い
ち
。
多
く
の
理
由
が
あ
る
に

せ
よ
、
本
県
は
全
国
で
も
最
も
普
及
し
て
い
な
い

県
の
一
つ
な
の
で
不
断
の
努
力
が
必
要
で
す
。
他

に
、
診
療
材
料
の
購
入
費
用
も
他
院
と
比
較
で
き

ま
す
。
結
構
大
き
な
額
が
費
や
さ
れ
て
い
る
の
で
、

規
格
の
統
一
化
な
ど
一
工
夫
す
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
ま
し
ょ
う
。
要
す
る
に
、
医
療
の
質
を
保
つ
こ

と
は
、
診
療
コ
ス
ト
の
節
約
と
は
相
反
す
る
関
係

に
は
な
い
、
そ
し
て
診
療
コ
ス
ト
の
節
約
は
と
り

も
な
お
さ
ず
医
療
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
も
っ
と
真
剣
に

意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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Ｐ
Ｃ
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Ｐ
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　扇田病院が創立してから104年の歳月が流れ、幾多の先人が病院経営に汗を流してきました。
　今、扇田病院は地域に根ざした病院経営を進めております。その例が、４月から実施してい
ます内科、外科を統合し、新しい診療科による患者さんの利便性と待ち時間の緩和、日中働
いている人が受診しやすいように「夕やけ診療」の実施、開業医等からの入院紹介を優先的
に受け入れ、退院後は元の開業医等の通院へ戻す「セミオープンベット」の実施等であります。
　そして、来年度は地域からの要望の多い健診事業（人間ドックを含む）を充実させ、健診
率のアップと市民の健康管理に力を入れ地域医療の推進を目指していきたいと思っておりま
す。
　現在、常勤医師は６人でありますが、病院スタッフが力を合わせ、当院の理念であります、
地域の皆様の「心の支えとなる病院」を目指してまいりますのでご支援をお願いいたします。

　今日の病院は「チーム医療」の充実が重要であり、治療の現場においても医師だけではなく
様々な職種のスタッフが、一人の患者さんへの関わりをもって病気と向き合います。
　それぞれの職種の連携や協力体制が整っていて、初めて良質の医療を提供することができ
ます。
　私たち事務局職員は直接的に診療行為に関わる部門ではありませんが、医療スタッフが安
心して職務に専念できるように陰で支えています。
　これから団塊の世代が高齢者になって、患者数はさらに増えることと思います。そうなると
病院には効率化や調整力が必須となり、事務部門の重要性はますます高まってくると思います。
　そのためにも人と人をつないで、問題を解決していく力が、今後さらに私たち事務部門に求
められてくることと思います。
　それがこの先、病院にとって試練の時代になった時、病院を支えていく力になればと考えて
おります。

コラム
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各　科
各病棟から
各　科
各病棟から

整形外科から整形外科から

　

整
形
外
科
で
は
、
外
傷
（
ケ
ガ
）、

脊
椎
（
せ
ぼ
ね
、
首
や
腰
）
の
病
気
、

手
の
外
科
、
肩
や
膝
や
股
な
ど
の
関
節

の
病
気
、
骨こ

つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う、
が
ん
の
骨
転

移
な
ど
を
主
に
、
医
師
は
４
人
、
看
護

師
は
６
人
で
診
療
し
て
い
ま
す
。
午
前

が
外
来
、
午
後
に
手
術
や
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
外
来
の
再
来
診
療
は
予
約

制
で
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
よ
う
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
新
規
の
患
者
さ
ん
は

受
付
時
間
を
10
時
ま
で
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
新

規
の
患
者
さ
ん
に
は
、
始
め
に
的
確
な

診
断
を
し
て
、
こ
れ
に
沿
っ
た
治
療
を

し
た
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
科
の
特
徴
と
し
て
は
、
く
び
の
病

気
（
頚け

い

髄ず
い

症し
ょ
う）

の
よ
り
正
確
な
診
断
の

た
め
「
脊せ

き

髄ず
い

誘
発
電
位
検
査
」
を
積
極

的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
、
せ
ぼ
ね

（
脊せ

き

椎つ
い

）
の
安
全
な
手
術
の
た
め
「
脊

髄
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
を
併
用
し
て
い
る

こ
と
、「
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
る
人
工
膝
関
節
置
換
術
、
術
前
後

の
患
者
さ
ん
の
身
体
機
能
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
を
多
面
的
に
評
価
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ど

れ
も
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
少
し
で

も
治
療
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

外
来
診
療
の
第
一
歩
と
し
て
重
要
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
病
気

の
歴
史
（
既
往
歴
）
や
現
在
内
服
し
て

い
る
お
薬
の
内
容
な
ど
の
患
者
さ
ん
の

情
報
を
整
理
し
て
確
認
す
る
こ
と
で

す
。「
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
状
」

や
「
お
薬
手
帳
」
を
持
参
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（D

isaster M
edical 

A
ssistance T

eam

）
と
は
、

大
地
震
や
航
空
機
・
列
車
事
故
等
の

災
害
時
に
被
災
者
の
生
命
を
守
る
た

め
、
被
災
地
に
迅
速
に
駆
け
付
け
、

救
急
治
療
を
行
う
た
め
の
専
門
的
な

訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
の
こ
と

で
す
。

　

福
知
山
線
の
列
車
事
故
、
そ
し
て

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
な
ど
で
そ
の

活
動
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
ご
存
知

な
い
か
た
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

既
に
全
国
に
は
多
く
の
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
秋
田
県
北
部
で
は
結

成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
度
、
５
月

16
日
か
ら
４
日
間
、
兵
庫
県
災
害
医

療
セ
ン
タ
ー
で
の
隊
員
養
成
研
修
会

を
修
了
し
て
、
我
が
大
館
市
立
総
合

病
院
に
も
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
が
誕
生

し
ま
し
た
。

災
害
現
場
で
は
十
分
な
医
療
行

為
が
行
え
な
い
状
況
に
あ
り
、

そ
ん
な
中
で
被
災
者
の
重
症
度
を
短

時
間
で
判
定
し
、
救
急
治
療
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
医
療
機
関
へ

の
搬
送
を
行
う
。
そ
れ
が
我
々
大
館

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
５
名
の
任
務
で
す
。

　

今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る

首
都
圏
や
東
海
地
域
の
地
震
な
ど
、

遠
方
で
の
災
害
の
際
は
迅
速
に
駆
け

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
万
が
一
、
大
館
地
域
に

何
ら
か
の
災
害
が
起
き
た
際
に
は
、

我
々
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
住
民
の

方
々
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

総
合
病
院
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と

共
に
、
我
々
も
知
識
や
技
術
の
維
持

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の

が
災
害
で
す
。
皆
様
も
日
頃

か
ら
避
難
場
所
の
確
認
や
食
料
の
確

保
な
ど
備
え
を
お
忘
れ
な
く
。

何
よ
り
も
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
の

出
番（
災
害
）が
あ
り
ま
せ
ん

よ
う
に（
願
）。

DMAT
っ
てご

存
知

DMAT
っ
てご

存存
知

ご
存
知

　
　

で
す
か
？
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泌尿器科

地域の皆さんと協力し、よ
りよい病院をめざします。

なり  た　　　　　さとし

成田　　知

脳神経外科

少しでも地域医療に貢献で
きるようにがんばります。

しま  だ　　　 なお  や

島田　直也

脳神経外科

地域の脳卒中医療に貢献で
きるように頑張ります。

おお  く　 ぼ   あつ  や

大久保敦也

産婦人科

日常診療の傍ら、医療安全
のために頑張っております。

たか はし　　  ひで  み

高橋　秀身副院長

産婦人科

秋田県北部の周産期、婦人
科、不妊治療をになう「か
なめ」となるよう頑張りた
いと思います。

  か  さい ごう いち ろう

葛西剛一郎

産婦人科

「満足度の高い医療の提供」
を目標として頑張りたいと
思います。

  か  さい  あ　 き　 こ

葛西亜希子

産婦人科

地域医療に貢献出来るよう
に一生懸命頑張りたいと思
います。

まつ した　　  よう  こ

松下　容子

産婦人科

まだまだ新米ですが、大館
の産婦人科医療に少しでも
貢献できるようがんばりま
す。

  た  むら　　りょうすけ

田村　良介

眼　科

昨今の日本の眼科医療のレベルに
遅れることなく患者さんに提供で
きるように、後輩１名、看護スタッ
フ共々日々努力しております。

  さ  とう　　しょう こ

佐藤　章子

眼　科

地域の眼科医療に貢献でき
れば幸いです。

  い  とう 　　　　ただし

伊藤　　忠

泌尿器科

よろしくお願いいたします。

いま にし　　  けん  ご

今西　賢悟
耳鼻咽喉科

おはなやのどがつらい時は、耳鼻
科の吸入ですっきり、みんなで元
気になりましょう☆！耳鼻科はいつ
もみんなのMI☆KA☆TAです☆！

まき なえ　　  きみ とし

蒔苗　公利

耳鼻咽喉科

部長の蒔苗先生の下で、大
館の耳鼻科医療を支えてい
けるようにがんばります。

  の   ろ　　　 まさ  し

野呂　雅司

麻 酔 科

地域医療のお役に立てるよ
うに頑張りたいと存じます。

むら かわ　　  とく あき

村川　德昭副院長

　
麻 酔 科

大館市民のみなさまのため
にがんばりたいと思います。

たか ひら　　  よう  こ

髙平　陽子

歯科口腔外科・矯正歯科

地域の口腔外科疾患、矯正
歯科治療に頑張ります。

  さ    さ    き  とも かず

佐々木知一

研 修 医

大館の医療に貢献できるよ
う、日々精進します。

  く　 ぼ　　   かず とし

久保　一利

研 修 医

２年目研修医です。まだま
だ修行中ですが、精一杯が
んばります。

  く 　ぼ 

久保かほり

研 修 医

１年目研修医です。地域のみな
さまに少しでも貢献できるよ
うに、日々精進していきたいで
す。よろしくお願いします。

さか ぐち　　　　 たかし

坂口　　崇

研 修 医

１年目研修医です。患者様
の役に立てるよう頑張りま
す。どうぞよろしくお願い
します。

  あ　べ　　　 さき  こ

阿部　咲子

研 修 医

よろしくお願いします。

  み  うら　　  とも  や

三浦　智也

研 修 医

一生懸命がんばります。よ
ろしくお願いします。

わか  さ　　　ゆう すけ

若狭　悠介

内科・外科

地域の皆様に信頼される病
院を目指し、急性期から慢
性期まで幅広い視点で診療
していきます。

おお もと　　  なお  き

大本　直樹院長

内科・外科

よろしくお願いします。

ふもと　　　  こう へい

麓　　耕平副院長

内科・外科

よろしくお願いします。

  た  なか　　  あき ひこ

田中　明彦

内科・外科

頑張りますのでよろしくお
願いします。

たか はし  く　 み　 こ

髙橋久美子

内科・外科

よろしくお願いします。

  あ　 じ  みね たく  ま

安次嶺拓馬

眼　科

よろしくお願いします。

わた なべ  え　 り　 こ

渡部永利子

内科・外科　眼科
介

内科・外科　眼科
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介 扇田病院
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呼吸器・循環器内科
はやし　　　　まさよし

林　　昌功
  こ  すぎ　　  たく  お

小杉　拓生
  い  とう　　  たい へい

伊藤　太平

　
呼吸器・循環器内科

よろしくお願いします。

しぶ たに　　 しゅうじ

澁谷　修司

消化器・血液・腫瘍内科

消化器癌で失われる命がす
こしでも減るように仕事を
続けたいです。

よし はら　　  あや  こ

𠮷原　綾子

消化器・血液・腫瘍内科

消化器病、血液病、癌化学
療法のセカンドオピニオン
も受け付けております。

  お  がさ わら　　ひとし

小笠原　仁

消化器・血液・腫瘍内科

地域のニーズにこたえられ
るようがんばりたいと思い
ます。

あい さわ　　　　 ひろし

相澤　　弘

消化器・血液・腫瘍内科

地域の皆様のお役に立てる
よう頑張ります。よろしく
お願いします。

やま　い　　   きよ のり

山居　聖典

消化器・血液・腫瘍内科

地域医療に貢献できる消化
器内科医になるのが目標で
す。よろしくお願い致しま
す。

はや みず　　   し  ろう

速水　史郎

内分泌・代謝・神経内科

栄養科とタイアップし食事
療法の基本から指導してい
ます。

  や  しろ　　　　 ひとし

八代　　均副院長

内分泌・代謝・神経内科

地域医療に貢献出来るよう
頑張りたいと思います。

いけ じま　　　　  しん

池島　　進

神経精神科

皆様のこころの健康を保つ
お手伝いをさせていただい
ております。よろしくお願
いいたします。

  お    だ  ぎり　　 げん

小田桐　元

神経精神科

県北の精神医療に尽力した
いと思います。我慢せず、
早めの受診をお願いします。

なか がみ　　　　  たく

中神　　卓

内分泌・代謝・神経内科

３年ぶりに大館へ帰って参
りました。精一杯頑張りま
すので、どうぞよろしくお
願いします。

  た  なべ じゅ  た  ろう

田辺壽太郎

神経精神科

大館の地域医療のためにが
んばりたいと思います。

はたけやま　　まき  こ

畠山　牧子

小児科／感染制御室

小児科とともに、予防接種
（成人も含めて）、地域感染
対策、エイズ診療も担当し
ています。

たか はし　　  よし ひろ

髙橋　義博

小 児 科

秋田県北部の小児医療を支
えます。

たん だい 　　　　さとる

丹代　　諭

小 児 科

小児医療に少しでも貢献で
きるよう、がんばりたいと
思います。

  つ   がわ　　 こう  じ

津川　浩二

小 児 科

みんなが笑顔になれるよう、
明るく楽しく前向きに仕事
をしたいと思います☆

えち   ご   や　あか  ね

越後谷明音

外　科

汝何の為にそこにありやを胸に、
自分を見つめ、自分は地域医療に
何を貢献出来るか問いながら頑張
りたいと思っております。これから
もよろしくご指導、ご鞭撻下さい。

たて おか　　　　 ひろし

舘岡　　博院長

外　科

常に最新医療を提供できるよう、
スタッフ一同とともにがんばって
おります。悩みごとをかかえこま
ないよう気軽に相談してください。

よし はら　　しゅういち

𠮷原　秀一

外　科

心配な事はいつでも相談し
て下さい。

  な　ら　　　まさ　き

奈良　昌樹

外　科

外科チームの一員としてが
んばります。よろしくお願
いします。

  の  ざき　　　　 つよし

野崎　　剛

外　科

大館に来て２年目になりま
した。よろしくお願いいた
します。

  は　 せ　べ   たつ  や

長谷部達也

外　科

よろしくお願いします。

よし  だ　　　  え　 り

吉田　枝里

整形外科

地域の皆さんといっしょに、
よりよい整形外科医療をつ
くっていきたいと思います。

よこ やま　　　　 とおる

横山　　徹

　
整形外科

よろしくお願いします。

たけ うち　　  かず なり

竹内　和成

整形外科

整形外科、特に手の疾患で
お困りでしたら、ご相談下
さい。

じん　　　　  ひろ みち

神　　裕道

整形外科

大館市民のみなさまのため
にがんばりたいと思います。
よろしくお願いします。

のう  み　　  しゅう や

能見　修也

外　科

院内の多職種のスタッフと
連携し、チーム医療で診療
していきます。

おお いし　　　　 すすむ

大石　　晋

呼吸器・循環器内科　消化器・血液・腫瘍内科　内分泌・代謝・神経内科
神経精神科　小児科　外科　整形外科　泌尿器科　脳神経外科　産婦人科
眼科　耳鼻咽喉科　麻酔科　歯科口腔外科・矯正歯科

医医医
呼吸器・循環器内科　消化器・血液・腫瘍内科　内分泌・代謝・神経内科呼吸器・循環器内科　消化器・血液・腫瘍内科　内分泌・代謝・神経内科

医医医医医医医医
呼吸器・循環器内科　消化器・血液・腫瘍内科　内分泌・代謝・神経内科呼吸器・循環器内科　消化器・血液・腫瘍内科　内分泌・代謝・神経内科

介
呼吸器・循環器内科　消化器・血液・腫瘍内科　内分泌・代謝・神経内科呼吸器・循環器内科　消化器・血液・腫瘍内科　内分泌・代謝・神経内科

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
総合病院
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扇田病院発 自宅での療養生活を
　　　　　お手伝いします
自宅での療養生活を
　　　　　お手伝いします

　当院では、地域密着型病院とし
て介護保険居宅サービスの訪問診
察及び訪問看護を行っていますが、
今回は訪問看護についてご紹介し
ます。
　現在、通院が困難なかたや自宅
療養を希望するかた約50人が利用
しており、介護保険サービスの枠
内で週１回～月１・２回訪問看護
を行っています。

　看護内容は、血圧・脈拍・体温
測定と状態観察等です。ご家族の
負担の多い医療処理の気管切開を
しているかたのカニューレ（呼吸を
助けたり、薬を注入するために体
内にさしこむ管）の交換、褥

じょく

瘡
そう

（床
ずれ）の観察や処置など、また、在
宅酸素療法をうけているかたが正
しい使い方をしているか等のお世
話もしています。

　ご家族への介護方法の指導や不
安なこと、心配なことなどの相談
にも対応し患者さんやご家族のか
たが安心して自宅での療養生活を
継続できるようにお手伝いしてお
ります。
　サービスを利用されるかたは、
介護保険要介護認定を受ける必要
があります。その際は、医療相談
室までご連絡をお願いします。

扇田病院

扇田病院です!扇田病院です!

第４病 棟第４病 棟 第４病棟（療養病床）の紹介　
　国の方針により各病院は入院病床を一般病床と、療養病床に区
別して届出することが義務付けられ、当院では第４病棟を「医療
型療養病床」として運用しています。
　一般病床は治療が終了次第、退院となりますので長期間の入院
療養はできませんが、療養病床は病気が急性期から慢性期に移行
し、体力や日常生活動作が充分回復しない場合などに療養するの
が目的の病床です。
　現在、患者さんのほとんどは寝たきり状態で身の回りのことが
自分でできませんが、病状が安定して退院できることを目標とし
ています。
　病棟スタッフは、安心して療養できるように環境を整えながら、
人工呼吸器や気管切開、胃ろうなど医療処置などに安全に対応で
きるように看護を提供しています。

　また、季節を感じていただくため８月は
「夏祭り」、12月には「クリスマス会」を計
画し、患者さんやご家族の皆様とのふれあ
いの機会としています。
　さらに、退院後の生活に様々な不安をお
持ちの患者さんやご家族のかたに、看護師
や医療相談室のスタッフとともに、介護サー
ビスや在宅での生活指導も行っていますの
でご遠慮なく相談してください。

夏
祭
り
の
様
子
で
す



　総合病院では、引き続き「病院
ボランティア」を募集しています。
　内容は、
　①外来の案内
　②再来受付機の操作案内
　③車椅子の介助　　　などです。
　患者さんが快適に受診できるように、お手伝いをしてみません
か？
　お申し込み、お問い合わせは、相談支援センター（☎42-5370 
内線 5245）まで。ご連絡をお待ちしています。

　総合病院では７月下旬より、国道７号線側（西側）
の駐車場の拡張工事を行っています。９月半ばまで
の工事期間中は駐車場が狭くなっていますので、な
るべく公共交通機関をご利用ください。

お問い合わせ 総合病院総務課　☎42-5370

呼吸器・
循環器内科
消化器・

血液・腫瘍内科
内分泌・代謝
神経内科
小　児　科
神経精神科
外　　　科
産 婦 人 科
眼　　　科
耳鼻咽喉科
整 形 外 科
泌 尿 器 科
皮　膚　科

脳神経外科

放 射 線 科
歯科口腔外科・
矯正歯科

新 患

受 付 時 間 初診　午前 8：30～11：00 再来　午前 7：30～11：00

曜 日
科 名

10：30まで

月 火 水 木 金 備　　考
10：30まで

休　診
10：00まで

10：00まで 9：30まで 10：00まで 9：30まで 9：30まで

10：00まで

休　診

予　約　の　み

予約のみ 予約のみ予約のみ予約のみ

10：30まで
休　診

10：30まで 10：30まで

10：00まで 10：00まで

呼吸器の新患は月・火・金。
新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

※新患はできるだけ紹介状の持参をお願いしています。

専門外来は予約制。

再来は予約制。

新患は木のみで紹介状が必要です。

再 来

甲状腺
診療

甲状腺
診療

新 患
再 来

外来診療のご案内
～総合病院～

内科・外科

整 形 外 科

耳鼻咽喉科

眼　　　科

午 前

曜 日
科 名 月 火 水 木 金 備　　考

急患のみ
 8：30～11：00

休　診 休　診 8：30～11：00 休　診 8：30～11：00
（新患・予約のみ）

休　診 8：30～11：00 休　診 休　診

 8：30～11：00
検査のかたのみ

休　診

5：00～7：00 休　診 5：00～7：00 休　診 5：00～7：00
午 後
夕やけ（午後）

午 前

午 前

午 前
午 後

～扇田病院～

特段の記載がない場合は、上記の受付時間になります。

医師の都合や手術などのため、休診や
受付時間の変更をする場合があります。

総合病院・扇田病院
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患者さんとそのご家族が病気と向き合いながら情報交換を行う場として、患者会が行っている取り組
みについて紹介します。

　当会は、平成２１年にがんを患った患者同士の相互交流や情報交換などを目的として発足しました。
地域がん診療連携拠点病院である総合病院において、「がんサロン」を開催させていただいているほ
か、がん患者の生活の質の向上を目指して次のような活動を行っております。

　がん疾患が気になる方・治療中のかた・体験者・
ご家族などが集まり語り合える場所です。
　怖い・悲しい・不安・とまどい、そして、病気の理解、
治療法、薬による副作用、医療機関の選び方などスタッ
フ・看護師による相談・情報提供などを行っています。

　去る６月２日（土）に、中央公民館で「肺がんってどんな病気？」をテーマにした市民医学講座を開催しました。
　地域がん診療連携拠点病院である総合病院が、市民の皆さんに「がん」という病気に対する理解を深めてい
ただくために毎年度二回行っているものです。
　今年度の第一回目の講座では、総合病院 八代均副院
長が「禁煙治療」について、特別講演として弘前大学医学
部呼吸器外科 對馬敬夫診療准教授が「肺がん治療」につ
いて解説を行い、最後に参加した市民の皆様が疑問に思
っている点などについて質疑応答を行いました。
　今後も、皆様の関心が高い分野を選んで開催する予定
です。

①がんサロンの開催①がんサロンの開催

大館地区がん患者友の会（大館虹の会）大館地区がん患者友の会（大館虹の会）大館地区がん患者友の会（大館虹の会）

毎月第３水曜日　　13：00 ～ 15：30
市立総合病院　３Ｆ　ギャラリー

　会員の交流と情報交換・がんについての学習会・
講話会・タオル帽子の作成配布・闘病体験の発表・
がんの予防と早期発見に向けた啓発活動などを行って
います。

②会員による例会②会員による例会
毎月第３水曜日　　14：00 ～ 16：30
市立総合病院　管理棟４Ｆ　第１会議室

　心身のリフレッシュと親睦を兼ねたレクリエーションを
毎年２回（春・秋）行っています。今年度は６月１７日に八
幡平・畚岳登山を実施しました。

③森林浴セラピーの実施③森林浴セラピーの実施

　がんの予防と早期発見に向けた啓発活動・医療ケア
の向上に向けた提案や社会復帰への支援活動なども
微力ながら行っています。

④国のがん対策基本法や県のがん対策
　推進計画に基づいた活動として
④国のがん対策基本法や県のがん対策
　推進計画に基づいた活動として

いつでも市民の皆様の
　　　　ご参加をお待ちしています。

℡　0186-42-4388　土門
　　0186-55-0251　宮嶋　まで

問い合わせは問い合わせは

もっこだけ

つ  しま のり  お

　広報第６号でお知らせしたとおり、扇田病院のロゴマークが完成し総合病院と二つのマー
クが揃い踏みとなりました。これからはますます両病院間の連携が必要な時代になります。
実際の病院の立地は離れていますが、表紙の様に心は近く、スタッフ一同笑顔で協力し合
い大館の健康を守って行きたいと思います。
　大館の夏は短いですが、それだけに輝きも大きいこの季節。みんなが元気にすごせます
ように！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 編集委員長　蒔 苗　公 利

総合病院
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